実践的指導力の育成に資する「学びの森教育プラン」の中間評価‐〈体験〉と〈省察〉を基軸とした２年間の実践を踏まえて‐ by 友田 靖雄
実践的指導力の育成に資する「学びの森教育プラン」の中間評価
― 〈体験〉と〈省察〉を基軸とした 2年間の実践を踏まえて―
友 田 靖 雄＊
Mid-point Evaluation of the “Manabinomori plan”
which Intended to Improve Practical Teaching Ability

































































































































は図 1にある 3科目群 9科目である。何れも体験的
教職科目である。従来からの科目は網掛けをした 4
科目である。「小学校教育実習指導」については、



















(1) 教育現場参観（ 1年後期 1単位）




























































(3) 教育現場体験Ⅱ（ 2年前期 1単位）

































































































































次の 4つの記録は、Ｓ・Ｙ（ 1年女子）が、第 1
回参観後にまとめた「学び得たこと（ 1 -ａ）」と省































































































〇 2校時（低学年 3クラス）… 1年 2組（算数「た
し算」）、 2年 3組（算数「かけ算）、 3年 1組
（国語「ちいちゃんのかげおくり）
〇 3校時（高学年 3クラス）… 4年 3組（英語









































































② 第 2回教育現場体験 鵜沼第一小学校
11月 8 日
各務原市立鵜沼第一小学校が、各務原市教育充実
ステップアップ事業の指定を受け、11月 8 日の午
後、授業公開（ 2時間）と分科会（研究会）を実施
した。本学ではこの機会を第 2回教育現場体験に組
み入れ、学生も市内の現職教員と一緒に参加した。
＜体験＞
公開 1では13学級、公開Ⅱでは10学級が授業を公
開した。その後の分科会では、公開Ⅱの授業につい
ての研究会が持たれた。学生は 2時間の授業参観の
後、分科会にも参加させてもらった。
事前に入手した「公表会指導案集」を基に、各自
が参観する授業の指導案を熟読すること、該当する
教科書教材に目を通しておくことを課題に出し当日
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の授業参観に臨ませた。また、分科会では指名され
たら積極的に意見を述べるよう指示した。
各分科会では、参加した教師たちが少人数のグ
ループに分かれて授業研究の討論が行われ、本学学
生（各グループ 1， 2名）もその場に参加し話し合
いに加わった。どのグループでも意見を求められて
いたが、中には、臆することなく自分の意見を述べ
ていた学生もいた。
＜省察＞
事後指導では、分科会での体験が中心となった。
現職教員たちが参観した授業について様々な視点か
ら分析し意見を交わし合う光景に新鮮な驚きがあっ
たようである。
分科会で取り上げられたのは「公開Ⅱ」の10クラ
ス授業で、学生はいくつかのグループに分かれて参
加したため、体験内容は様々で、授業内容について
の共通の話題化は難しかったため、現職教員たちが
このような研究会をもつ意義に焦点を当てて話し合
わせた。
次の文は、Ｙ・Ｔ（ 2年女子）が省察後にまとめ
た記録（ 2 -ｇ）である。
＜交流後-省察後－の記録 2 -ｇ＞
・児童の挙手が少ないときは、発問の意味が分か
らず理解できていないときだと分かった。その
ため、発問は何を聞いているかのかが明確に分
かるようなものでなくてはならない。
・自分は授業を「すごいな、こんなやり方もある
のか」と見ていたが、分科会での様々な先生方
の意見を聞いて改めてそのようなやり方もある
のかと思い、様々な意見を自分の授業（模擬授
業）に取り入れようと思った。
・こうした会で自分の意見を出すことで、これか
らの授業の内容が深まったり、各学校での授業
のグレートアップにつながったりするのかと
思った。
・私も、大学で模擬授業をするときには、他人か
ら良いところや直すべきところなど聴いて直し
たいと思った。
｢各学校での授業のグレードアップにつながる」
という言葉の中に、この学生が研究会の本質を捉え
ていることが読み取れる。また、児童の反応を受け
ての授業展開の仕方や分科会でのよさ（互いに研鑽
し合う）なども取り入れ、今後の学修に生かそうと
する姿勢も読み取れる。
｢教育現場体験Ⅰ」では、教師の職務としての「授
業」以外にも、「学級経営」についても目を向けさ
せることを意図していたが、これについて、Ｓ・Ａ
（ 2年女子）は、次のようにまとめている。
＜学級経営について＞
・授業をよりよいものにするためには、学級経営
は欠かせない大事な要素であることを改めて感
じた。先生が例に挙げていたように、授業の進
め方と学級経営は、車の両輪のような関係だと
思う。
・自分が見せていただいたクラスも、担任の先生
と児童との信頼関係があるからこその場面も
多々あったし、お互いに気持ちを分かり合って
いるからこそ、発問にもつぶやきがあったりし
て授業がうまく成り立っているのだと思った。
・教室環境も児童が集中しやすいような配慮がな
されていてとても参考になった。
教師の職務としての「授業」や「学級経営」につ
いての理解は、この科目の履修を通して学生たちの
中に確実に定着しつつあると感じた。これには、「授
業実践演習Ⅰ」、「授業実践演習Ⅱ」との学びの往還
も効果的に作用し合っているのは確かであろう。
(3) 授業実践演習Ⅱ（ 2年後期）
小学校教育実習の準備教育として、指導案作成の
基本的な考え方や作成の手順についての理解やその
指導案を基にした授業実践体験（模擬授業）、いわ
ゆる「授業構成能力」が求められる。この「授業構
成能力」について、角田将士は『体験と省察を基軸
とした教員養成カリキュラムの充実のために(1)』
の中で、「教員の仕事の大部分は、教科の授業である。
そのように考えれば、教員に望まれる資質の中核を
なすのは、各教科の授業構成力である。それは、教
員が自己の主体的な責任によって授業を創造し、場
合によってはそれを修正し、よりよいものに変革し
ていける力のことである」と述べている。「教育現
場体験Ⅰ・Ⅱ」とリンクさせることで「授業構成能
力」を育成しようとする科目が「授業実践演習Ⅰ・
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Ⅱ・Ⅲ」である。
この科目についてはまだ履修中であるのため、次
の設問に回答した学生の反応から、その効果を予見
することに止めたい。
Ｑ：「授業実践演習Ⅰ・Ⅱ」で学んだことが、授業
を参観する上でどんなことに役に立ったか。
・授業展開の仕方や授業中に子どもの意欲を引き出
す方法が参考になった。
・先生がどういう意図から発問するのか、何を学ば
せたいのか、指導案から読み取れるようになった。
・時間配分や授業の進め方のだいたいの目安がわ
かったころがよくわかった。
・教師が何に配慮しているのか、表面的に見えるも
の以外にも目が行くようになった。
・指導案作成で児童の反応の高まりを学んだので、
児童の姿に着目して参観できた。
・社会科の指導案作成で資料の重要性を学んだの
で、実際の授業を見て、資料の効果を分析しなが
ら参観できた。
一部の学生の回答ではあるが、「授業実践演習Ⅰ・
Ⅱ」で実際に指導案を作成したり模擬授業を体験し
たりした経験が、実際の授業を参観した際、授業展
開の流れ、発問の意図、指導案の読み取り方、教師
の配慮等に目が向いている様子を読み取ることがで
きる。授業構成能力につながる要素的な力を少しず
つ身に付けてきていると判断できるのではなかろ
うか。
8 今後の方向性
今回は「教育現場参観」と「教育現場体験Ⅰ」「授
業実践演習Ⅰ・Ⅱ」について取り上げ、科目のねら
いが達成されているか、学生の記録を基にしながら
〈体験〉と〈省察〉を軸として中間評価を試みたが、学
生の体験に臨む姿勢、体験後や省察後の記録等から
は概ね達成できていると判断できる。また科目間の
相互往還による効果も認められる。但し、〈体験〉や
〈省察〉の質については、改善の余地がまだまだある。
〈体験〉でいえば、何をどのように観察し体験させる
のか、〈省察〉では、省察したことをどう科学的･構
造的に捉え直しをさせたらよいのかなど、見通しが
明確でないまま実施していて、科学性に欠けるとこ
ろがあった。〈体験〉と〈省察〉の質を今後どう上げて
いくか、さらに検討を加えていく必要がある。さら
に、受講学生の中には、小学校教員免許状の取得だ
けを希望する学生が 3分の 1ほどいて、教育現場で
の厳しい体験を求めていくことの限界も見受けられ
るところがあり、このような学生の履修についても
今後検討していく必要がある。
完成年度まではあと 2年あり、来年度には「教育
現場体験Ⅱ」「授業実践演習Ⅲ」「学校インターンシッ
プⅠ」を、最終年度には「学校インターンシップⅡ」
「学校インターンシップⅢ」を履修することになる。
これらの科目は先にも触れたが、教職科目、教科科
目などと相互に往還し、螺旋型に発達しつつ最終的
に「実践的指導力」の基礎を体得させることを意図
したものである。今回の中間評価を踏まえて、より
質の高い〈体験〉と〈省察〉の往還を大事にしながら科
目の運営に当たりたい。
＜引用文献＞
・『新たな時代に向けた教員養成の改善方策につい
て』（教員養成審議会第 1次答申 1997.7）
・『今後の国立の教員養成系大学学部の在り方につ
いて（報告）』（文部科学省 2011）
・『教員養成カリキュラムモデルの検討 1』（基準Ｗ
Ｇ．主査 岩田康之）
・『教員養成カリキュラムの豊かな発展のために－
＜体験＞と＜省察＞を基軸とした「モデル・コア・
カリキュラム」』（日本教育大学協会 2006.3）
・『教員養成における「モデル･コア･カリキュラム」
の研究－「教員養成コア科目群」を基軸にしたカ
リキュラムづくりの提案－』（日本教育大学協会
2004.3）
・『体験と省察を基軸にした教員養成カリキュラム
の充実のために(1)－授業構成能力の育成による
「大学」性の自立－』（角田将士 2006年）
実践的指導力の育成に資する「学びの森教育プラン」の中間評価
― 53 ―
